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シヤチハタ株式会社

自然共生サイトの事例紹介

-社有林もビオトープも持っていない企業がどのようにしたら
生物多様性保全に取り組めるか -
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１．会社概要
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会社紹介

社名 シヤチハタ株式会社

創業 1925年1月

代表者 代表取締役社長 舟橋正剛

本社 愛知県名古屋市西区天塚町４丁目６９

主な事業内容 文具印章事業 ［印章・筆記具等］、IT事業 ［電子印鑑・EC 等］、

新規事業 ［環境対応素材・個別認証システム等］

資本金 1億円

売上高 単体 163億円

従業員数 単体 356名
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環境方針

●環境憲章
シヤチハタはコミュニケーション文化創造企業として、
地球環境問題を「企業の社会的責務」と認識し、
低炭素社会づくりを目指します。
また、企業活動と環境との共存・調和を基本理念に掲げ、
「環境に優しい負荷低減型」の商品・サービスを提供
することによって環境保全に貢献します。
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環境配慮型商品開発

●環境に配慮した、ロングライフでの高品質の商品開発を
進めています。

①環境配慮の素材

②再生素材

③リサイクル性

④ロングライフ
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商品ラインナップ

シヤチハタ クラウド
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2．環境パートナーシップ・CLUB(EPOC)
自然共生分科会



EPOC自然共生分科会

環境パートナーシップ・CLUB(EPOC)
【自然共生分科会】
企業の事業活動全般を通じて生態系に与える影響の把握や低減への取組み、
生態系から得られる便益の持続可能な利用に関する企業の取組みなどについて、
事例調査や支援活動等を行うことで会員企業の今後の取組みをサポートする。

シヤチハタは自然共生分科会が設立された2010年より参加しています。
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3．あいち生物多様性マッチング



あいち生物多様性マッチング

生物多様性保全に貢献することを模索する事業者と自然保全団体とを
県が仲介してマッチングする仕組みです。
事業者は生物多様性の保全に貢献する機会が得られ、

自然保全団体は労務や物品を始めとした活動に必要な支援が得られるなど、
双方にメリットのあるマッチングを行います。

シヤチハタは2018年にエントリーし、愛知県稲沢市のNPO
「ロングヒルネット」と連携して「ビオトープながおか」の保全活動を
実施することとなりました。
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4．希少種保全活動



絶滅危惧種(ミナミメダカ)の保護
2019年度より愛知県稲沢市のNPOロングヒルネットと共同で
ビオトープに生息する絶滅危惧種ミナミメダカの保護をおこなっています。

「ビオトープながおか」
目的：地域の憩いの場を創出することに加え、自然豊かな稲沢市長岡地区の

多様な生き物が生息できる空間を創造する
開園：2011年4月20日
水源：木曽川用水海部幹線水路の馬飼東分水口から取水する農業用水を

利用して、ビオトープながおか地点にて取水枡を設けてポンプにより
池へ導水しています。



サイトの基礎情報



サイトの基礎情報



サイトの基礎情報



サイトの基礎情報



サイトの概要



サイトの生物多様性の様子 価値(4)



サイトの生物多様性の様子 価値(4)



サイトの生物多様性の様子 価値(4)



サイトの生物多様性の様子 価値(6)



サイトの生物多様性の様子 価値(6)

2023年4月16日時点での「ビオトープながおか・下池」に生息する生物は
魚類4種、昆虫6種、貝類3種、甲殻類1種、両生類1種の計15種です。

◆魚類
タモロコ

ゼゼラ→環境省：絶滅危惧Ⅱ類、愛知県：準絶滅危惧種
ミナミメダカ→環境省：絶滅危惧Ⅱ類愛知県：絶滅危惧Ⅱ類

カダヤシ外来種



サイトの生物多様性の様子 価値(6)

2023年4月16日時点での「ビオトープながおか・下池」に生息する生物は
魚類4種、昆虫6種、貝類3種、甲殻類1種、両生類1種の計15種です。

◆貝類
マシジミ→環境省：絶滅危惧Ⅱ類

モノアラガイ→環境省：準絶滅危惧種愛知県：準絶滅危惧種
オオタニシ→環境省：準絶滅危惧種



サイトの管理計画・モニタリング



サイトの管理計画・モニタリング



自然共生サイト認定

環境省の2023年度前期「自然共生サイト」に選ばれました。
「自然共生サイト」とは、
「民間の取組等によって生物多様性の保全が図られている区域」を
国が認定する区域のことです。
認定区域は、保護地域との重複を除き、
「OECM」として国際データベースに登録されます。



自然共生サイト認定

稲沢市の広報12月号に掲載されました！



自然共生サイト認定

今後の課題：外来種のリスクを最小限に抑え生物多様性の価値を向上させる
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5．外来種駆除活動



外来種(オオキンケイギク)の駆除

環境パートナーシップ・CLUB(EPOC)でご紹介いただき、
2021年度より愛知県江南市、大口町、リンナイ、東海理化、トヨタ紡織と
共同で特定外来生物オオキンケイギクの駆除活動をおこなっています。

「オオキンケイギク」
明治時代に園芸・鑑賞用にアメリカから輸入され始め、戦後は特に
緑化工事に用いられてきました。
しかし繁殖力が強すぎて、日本在来種のカワラナデシコなどの生える
場所に排他的・独占的に生育することが問題となり、2005年に
特定外来生物に指定され、移動・輸入・栽培が禁止になりました。



あいち生物多様性企業認証

2022年あいち生物多様性企業認証制度（愛知県）に基づく、
「あいち生物多様性認証企業」に認証されました。

あいち生物多様性企業認証制度は、生物多様性保全の施策の方向性を示す戦略
（「あいち生物多様性戦略2020」および「あいち生物多様性戦略2030」）
に基づき、企業の保全活動への参画を促すインセンティブとして、
優良な取り組みをしている企業を愛知県が認証する制度です。



まとめ

・社有林やビオトープを持っていない企業でも生物多様性保全に
取り組むことはできます。

・まずは生物多様性に関する情報収集をして、市民団体(自然保全団体)と
連携をすること。そのためには環境省や愛知県のマッチングが有効です。

・市民団体は高齢化や人不足で困っています。企業は人や資金を提供を
することで、市民団体と連携して保全活動を進めることができます。

・今後とも企業と市民団体の連携が進み、30 by 30目標の達成に向けて、
地域循環共生圏が構築されていくことを望んでいます。
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今後とも生物多様性保全への取組みをさらに進め、
地域循環共生圏構築に貢献していきます。

X


